
「
ア
ジ
ア
主
義
」
を
考
え
て
み
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『
広
辞
苑
』
の
解
説
は
、
「
明
治
維
新
以
後
の
日
本
に
お
い

て
、
欧
米
列
強
の
ア
ジ
ア
侵
略
に
対
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
連
帯

に
よ
っ
て
対
抗
し
よ
う
と
し
た
思
想
及
び
運
動
。
後
に
は
、
ア

ジ
ア
へ
の
膨
脹
政
策
や
大
東
亜
共
栄
圏
論
と
結
び
つ
い
た
。」 

 

１
２
月
２
８
日
付
『
毎
日
』
の
書
評
ペ
ー
ジ
に
、
中
島
岳
志

著
『
ア
ジ
ア
主
義
―
そ
の
先
の
近
代
へ
』
を
橋
爪
大
三
郎
が
評

し
て
い
る
。
教
え
ら
れ
る
こ
と
多
い
か
ら
、
引
用
さ
せ
て
も
ら

う
。 

―
玄
洋
社
の
頭
山
満
、
黒
龍
会
の
内
田
良
平
。
宮
崎
㴞
天
、
北

一
輝
、
大
川
周
明
、
南
方
熊
楠
、
岡
倉
天
心
、
田
中
智
学
、
石

原
莞
爾･

･
･

と
連
な
る
ア
ジ
ア
主
義
。
植
民
地
化
に
反
対
す
る

各
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
起
点
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
制
約
を
超

え
る
国
際
主
義
の
運
動
だ
。
民
衆
運
動
と
手
を
結
ぶ
リ
ベ
ラ
ル

な
面
と
、
日
本
帝
国
主
義
の
先
兵
と
な
る
右
翼
的
な
面
と
を
併

せ
持
つ
．
そ
の
射
程
は
政
治
・
軍
事
・
経
済
か
ら
文
化
・
思
想

運
動
ま
で
及
ぶ
。 

―
玄
洋
社
は
自
由
民
権
運
動
に
起
源
を
持
ち
、
朝
鮮
の
民
主
化

運
動
を
支
援･

･
･

ア
ジ
ア
主
義
者
た
ち
は
、
中
国
の
革
命
家
を

手
助
け
し
、
イ
ン
ド
独
立
の
闘
士
を
匿
い
、
ロ
シ
ア
領
内
の
イ

ス
ラ
ム
教
徒
と
連
繋
を
は
か
る
。
と
き
に
当
局
と
対
決
し
、
と

き
に
国
策
の
手
足
と
な
る
な
ど･

･
･ 

―
自
由
主
義
・
社
会
主
義
・
マ
ル
ク
ス
主
義
ら
左
派
は
日
本
の

固
有
性
を
素
通
り
す
る
。
対
す
る
ア
ジ
ア
主
義
は
日
本
に
、
西

洋
に
対
抗
す
る
ア
ジ
ア
精
神
の
精
髄
を
み
る
。
岡
倉
天
心
の
不

二
一
元
を
、
日
蓮
主
義
の
田
中
智
学
は
八
紘
一
宇
を
、
三
木
清

は
西
田
哲
学
の
多
一
論
を
、
鈴
木
大
拙
は
東
洋
的
一
を
説
い
た
。 

―
ア
ジ
ア
主
義
が
日
本
の
帝
国
主
義
的
拡
張
に
奉
仕
す
る
こ

と
に･

･･

」 
  

ま
あ
僕
は
こ
う
い
う
論
説
に
は
歯
が
立
た
な
い
。
僕
が
憂
慮

し
て
い
る
の
は
、
日
米
軍
事
同
盟
の
強
化
に
狂
奔
す
る
一
方
で
、

中
国
や
韓
国
や
北
朝
鮮
と
の
関
係
を
好
転
さ
せ
よ
う
と
の
意

志
が
安
倍
政
権
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。
平
和
・
協
力
・
繁
栄

の
東
ア
ジ
ア
共
同
体
を
構
築
で
き
な
い
か
、
と
い
う
課
題
を
真

摯
に
追
求
し
て
い
く
道
を
、
日
本
人
民
は
選
ぶ
べ
き
で
は
な
い

か
。
戦
争
中
毒
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
闘
協
力
は
亡
国
棄
民
の
道
に

ほ
か
な
ら
な
い
、
こ
の
こ
と
を
自
覚
す
る
多
数
派
を
地
域
で
育

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

１
月
１
日
付
『
毎
日
』
の
「
社
説
」
は
「
戦
後
７
０
年 

日

本
と
東
ア
ジ
ア
」
で
、
主
張
は
「
脱
・
序
列
思
考
の
す
す
め
」。 

 

明
治
以
降
、
脱
亜
入
欧
で
「
欧
米
を
手
本
に
帝
国
主
義
・
植

民
地
主
義
に
よ
る
軍
事
大
国
と
な
っ
て
無
謀
な
戦
争
に
突
入

し
破
滅･

･
･

戦
後
は
経
済
大
国
を
目
指
し･

･
･

ア
ジ
ア
で
ト
ッ

プ
だ
と
い
う
序
列
意
識
と
自
負
心
が
日
本
の
近
現
代
史
を
支

え
て
き
た
。･

･･

昨
今
の
反
中･

嫌
韓
感
情
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

(

憎
悪
表
現)

な
ど
に
も
、
古
い
序
列
思
考
か
ら
く
る
他
者
否
定

の
排
他
意
識
が
潜
ん
で
い
な
い
か
、
自
問
自
答
し
て
み
る
べ
き

だ
。･･

･

「
世
界
の
真
ん
中
で
輝
く
日
本
」(

安
倍
首
相)

な
ど･

･
･

「
大
国
残
像
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
振
り
か
ざ
し
、
過
去
の
栄

光
を
取
り
戻
す
こ
と
で
は
な
い
。
優
越
主
義
に
よ
る
ア
ジ
ア
観

を
排
し
、
中
国･

韓
国
と
共
生
で
き
る
地
域
の
未
来
を
考
え
な

が
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
和
解
と
連
帯
に
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と

で
あ
ろ
う
」。
良
識
の
論
説
だ
。 

１
月
４
日
付
「
社
説
」
は
「
戦
後
７
０
年 

歴
史
と
政
治
」。

主
張
は
「
自
分
史
に
閉
じ
こ
も
る
な
」
。
「
戦
後
日
本
は･

･
･

他

国
と
の
争
い
を
厳
に
慎
み
、
一
国
平
和
主
義
か
ら
国
際
貢
献
の

主
体
へ
と
脱
皮
し
て
き
た
。
誇
る
べ
き
は
そ
の
歩
み
で
あ
り
、

戦
前
の
歴
史
で
は
な
い
」
。
歴
史
修
正
主
義
政
権
へ
の
凜
と
し

た
批
判
。
惜
し
む
ら
く
は
、
憲
法
前
文
と
第
九
条
へ
の
言
及
が

な
い
。 

 

東
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
で
、
嫌
韓
・
反
中
の
感
情
を
煽
動
し

て
い
る
の
は
、
序
列
意
識
＝
日
本
至
上
主
義
も
あ
る
が
、
戦
前

戦
中
の
歴
史
認
識
の
歪
曲･

偽
造
に
狂
奔
す
る
右
翼
で
あ
り
安

倍
政
権
な
の
だ
。 

 

１
９
５
３
年
平
和
５
原
則
、
５
５
年
バ
ン
ド
ン
１
０
原
則
、

６
１
年
非
同
盟
諸
国
首
脳
会
議
開
催
、
６
７
年
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
連
合
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
設
立
、
７
６
年
紛
争
の
平
和
的
解
決･

武

力
不
行
使
を
謳
う
東
南
ア
ジ
ア
友
好
協
力
条
約
調
印
、
９
４
年

ア
セ
ア
ン
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
発
足
、
９
５
年
東
南
ア
ジ
ア
非
核

地
帯
条
約
調
印
、
２
０
０
２
年
南
シ
ナ
海
行
動
宣
言
、
２
０
０

８
年
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
制
定
、
２
０
１
１
年
バ
リ
原
則
宣
言
。 

 

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
東
ア
ジ
ア
地
域
は
、
２
０
世

紀
に
世
界
で
最
多
の
生
命
が
奪
わ
れ
た
こ
と
だ
。
日
本
の
植
民

地
支
配
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
で
、
２
０
０
０
万
以
上
の
人
命

が
失
わ
れ
た
。
そ
の
後
も
、
中
国
の
内
戦
・
独
立
戦
争
・
朝
鮮

戦
争
・
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争･

そ
の
ほ
か
国
内
の
混
乱
や
外
国
の

干
渉
で
１
８
０
０
万
人
が
生
命
を
失
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
平
和

を
希
求
す
る
動
き
は
熱
烈
で
あ
っ
た
。
右
に
挙
げ
た
歩
み
は
そ

の
証
し
で
あ
る
。 

 

日
本
の
役
割
は
憲
法
９
条
の
不
再
戦
の
誓
い
を
貫
徹
す
る

こ
と
で
あ
る
。
日
米
軍
事
同
盟
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

 
 


